
 対象：災害支援、地域の防災などに興味のある方 
 定員：午前の部：80名、午後の部：４０名（先着順） ※午後の部のみ参加不可 
 資料代：500円（筆記用具をご準備ください。） 
 託児：1歳以上の未就学児童10名まで。保育料ひとり500円 
 申込方法：①申込欄に記入しFAX 026-224-1513 ②申込フォーム（裏面） 
       ③email naganomirai1007@gmail.com④電話026-227-3707 で申込み 
 申し込み締切：2月22日（金曜） 
【申込記入欄】 

命の灯火を消さない避難所と 

災害にも強い地域づくり 
～子ども、高齢者を守る避難所とは～ 

【防災講演会＆避難所運営シミュレーション】 

東日本大震災時、福島県下最大規模の避難所となったビックパレットふくしまの運
営に関わった講師(裏面プロフィール）から「命・人権を守る避難所とは」「子ど
も、高齢者などへの配慮」などについての講演と避難所運営の演習を開催します。 

日時：３月３日（日） 
  午前:講演会 10：30～12：00 
  午後:演習    13：00～16：00 

会場：柳原公民館  大学習室 
〒381-0017 長野県長野市小島804－5 

ふりがな 

お名前 年代 連絡先 Email（携帯ｱﾄﾞﾚｽ不可） 参加希望の部 

    代 
（ 午前の部 ・ 1日 ） 

      代 
（ 午前の部 ・ 1日 ） 

      代 
（ 午前の部 ・ 1日 ） 

託児希望の場合、・お子さんのお名前とふりがな、年齢（月齢）を明記下さい。10名まで 

当時のビックパレットふくしま 

【主催】 ながの災害・防災ネットワークみらい（ながのみらい） 

【共催】信州大学理学部（JST 未来共創イノベーション活動支援）、NPO法人長野県NPOセンター 

    社会福祉法人長野市社会福祉協議会、柳原地区住民自治協議会 

【後援】長野市（予定）、信濃毎日新聞社、社会福祉法人長野県社会福祉協議会、公財長野県長寿社会 

    開発センター 



１９５９年福島県会津若松市生まれ。障がい児教育を専門として１

５年間、障がいを持った子どもたちの教育に携わる。１９９７年大

玉村教育委員会社会教育主事。２００２年より福島県教育庁生涯学

習文化グループで「県民カレッジ」の立ち上げ準備を行なう。 ２０

０４年より福島県男女共生センター勤務。 ２０１１年３月１１日の

東日本大震災、東京電力福島第一原発事故に際し、約２５００人の

被災者を受け入れ、福島県内最大規模といわれた「ビッグパレット

ふくしま避難所」の県庁運営支援チーム責任者として運営に携わり、

避難所内に女性専用ルームを設置した。また避難所の記録「生きて

いる 生きてゆく～ビッグパレットふくしま避難所記～」を上梓。

現在も福島の復興に携わりながら、西日本豪雨や熊本地震、胆振東

部東部地震などの被災地に赴き避難所運営などの支援を続ける。 

①表面申込欄に記入の上FAX②右記申込フォームより③Email④電話    

何れかの方法。申込時は以下の内容をお知らせ下さい。 

①参加者のお名前（ふりがな）、②年代、③連絡先、④Emailアドレス

（携帯アドレス不可）、⑤参加希望の時間（午前の部、1日）⑥託児希

望の場合、・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢（月齢）を明記下さ

い。※午後の部のみの申込は出来ません。 

○フォーム、メールで申し込み後3日を過ぎても返信がない場合、お手数ですがお電話でお問い合わせ下さい。 
○個人情報は連絡（返信）およびながのみらいからのご連絡以外には使用いたしません。 

■主催 ながの災害・防災ネットワークみらい（愛称：ながのみらい） 

    HP https://naganomirai.jimdo.com/ 

    Email naganomirai1007@gmail.com 

■お問い合わせ・お申し込み  

    長野市ボランティアセンター   

    TEL 026-227-3707 FAX 026-224-1513 

②申込フォーム 

会場アクセス 

Googlemap 

ながのみらいＨＰ 

講 師：天野和彦さん 
福島大学「うつくしまふくしま未来支援センター」特任教授 

柳原公民館へのアクセス 

・長野電鉄柳原駅下車 

 徒歩約５分 

・長電バス 平林・柳原線

（市民病院経由）停留所

「柳原駅」徒歩約５分 

・国道18号「柳原」交差  

 点を北に入り、長野電 

 鉄の踏み切りを渡って 

 一つ目の信号を左 


